
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

第 19号 ＜2015年 6月 発行＞ 

 
いわてリハビリテーションセンター  
高次脳機能障がい者支援普及事業 

１．高次脳機能障がいを学ぼう 

第 1９回 注意障害のトレーニング③ 同時処理 

複数の刺激に注意を向けたり、複数のことを同時に行う機能を「同時処

理」といいます。同時処理能力が低下すると、一つずつなら上手く出来る

課題や作業でも、同時に行ったり一度に行う作業が増えると、途端に出来

なくなったり間違いが多くなります。また、目の前の事にしか集中できな

くなり、周りが見えなくなることもあります。 

今回は、同時処理能力のトレーニングとして①机の上でできるもの、②

体を動かすものの 2 つに分けてご紹介します。 

①机の上でできるトレーニング 

・探索課題 

たくさんの数字や文字がバラバラに書かれたプリントからターゲットを探す。 

→例）「７を探してください」「３と５を探してください」 

「偶数で２０以上の数を探してください」「か行には○を、は行には×をつけ

てください。」など、徐々に難易度を挙げていきます。 

・パズル雑誌に載っているパズル 

 スケルトン：リストからマス数に合う言葉を探し、全部の言葉を入れる。 

 ナンプレ（数独）：１～９の数字を縦・横・ブロックにそれぞれ 1 つずつ入れる。 

  他にも、間違い探しや迷路なども効果があります。 

  

 

 

②運動課題によるもの 

・風船（ボール）運び 

用意するもの：ラケット、風船やテニスボール 

方法：ボールや風船をラケットから落とさず、バランスを取りながらゴールへ向かう。 

・スラローム 

用意するもの：バスケットボール、コーン（なければペットボトル） 

方法：ボールをつきながら、コーンのジグザグに進む。 

※歩くことが難しい場合は、車椅子を操作してコーンをジグザグに進みます。 

 

 

 

 

他にも、グループ活動に参加して集団で話をしたり、作業をすることも効果的です。

最初は疲れやすいので、人数や時間は少しずつ増やしていきましょう。 
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梅雨の季節ですね。梅雨

が終わるといよいよ夏

本番！！ 

 

 

 

 

 

※病気やけがをした直後は疲れやすく、集中することが難しいことが多いで

す。そのため、本人の能力に見合ったレベルのものを準備しましょう。また、

本人のペースや好みに合わせたり、短時間から始めることも大切です！ 

※運動は、身体機能だけではなく認知機能にも良い影響を与えることが多い

です。また、運動をして気持ちの良い汗を流すことで爽やかで明るい気持ち

になれたり、周りにも心地良い印象を与えます！ 



 

 

 

 

 

 

体験談の発表では発表者の話に皆が 

聞き入っています。 

 

 

 

 

 

 

編みぐるみのわんこ兄弟。ｻｳﾝﾄﾞ 

ﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽのサーブ権用の注文商品 

 

 

 

 

 

 

木のぬくもりが感じられる木工の 

動物たち。 

 

 

 

 

 

 

梱包までひとつひとつが手作業の 

お菓子の数々。 

 

季節の野菜コーナー 

今月の野菜「とうもろこし」 

 

 

３．編集後記 

早いものでもう 6 月となり、1 年の半分が過ぎましたね。関東地方は梅雨入

りが発表され、東北も雨降りの日が続くようになりました。蒸し暑く、過ごしに

くい季節ですが、みなさん風邪をひかないように体調管理には十分にお気をつけ

下さい。 

ご意見ご感想はこちらまで メールニュース担当（巣内・佐藤・渡辺） 

アドレス koujinou-shien-reha@irc.or.jp  

2．突撃取材コーナー 
   

高次脳機能障害支援事業ホームページ 

http://www.irc.or.jp/koujinoukinoushougai/index.html 

就労継続支援Ｂ型事業所 生生学舎アダージョ 

「「再再びび生生きき生生ききとと生生ききるる。。ゆゆっったたりりとと過過ごごせせるる学学びび舎舎をを。。」」  

そそんんなな思思いいかからら名名付付けけらられれたた生生生生学学舎舎アアダダーージジョョ。。平平成成 2277 年年５５月月 2299 日日（（金金））、、

堀堀間間代代表表、、田田口口支支援援員員ののおお二二人人かかららおお話話をを伺伺いいままししたた。。施施設設にに訪訪問問すするるとと、、ちちょょううどど

２２階階ののホホーールルでで利利用用者者がが体体験験談談のの発発表表をを行行っってていいるる最最中中ででししたた。。自自分分自自身身のの受受傷傷、、発発

症症時時のの体体験験をを発発表表しし、、参参加加者者でで質質疑疑応応答答をを行行ううとといいううススタタイイルル。。普普段段はは１１時時間間ごごととにに

休休憩憩をを取取りりななががらら制制作作活活動動をを行行っってていいてて、、毎毎週週金金曜曜日日ははここののよよううなな発発表表やや外外出出ししててのの

ススポポーーツツレレクク、、脳脳トトレレななどどをを行行っってていいるるととののこことと。。  

  毎毎日日平平均均ししてて 1122～～1133 人人ほほどど通通所所ししてておおりり、、徒徒歩歩やや自自転転車車、、施施設設のの送送迎迎をを利利用用しし

てて等等通通うう方方法法はは様様々々。。毎毎朝朝 99：：0000 ににババイイタタルルチチエエッックク、、99：：3300 かかららミミーーテティィンンググがが

始始ままりり、、体体操操、、各各自自のの日日誌誌をを基基にに昨昨日日のの作作業業のの振振りり返返りり、、今今日日のの作作業業のの確確認認。。そそししてて

自自分分たたちちでで作作っったたアアダダーージジョョのの歌歌をを斉斉唱唱ししたた後後、、1100：：0000 かからら各各自自のの活活動動ににととりりかかかか

りりまますす。。手手芸芸、、木木工工、、洋洋菓菓子子・・和和菓菓子子作作りり等等そそのの種種類類もも様様々々。。ここここでで製製造造ししたたももののはは

定定期期的的にに医医療療機機関関やや近近隣隣ススーーパパーー、、産産直直等等でで販販売売をを行行っってていいるるそそううでですす。。  

1122：：0000 ににはは１１階階ののホホーールルでで昼昼食食でで、、毎毎日日専専属属ススタタッッフフのの手手料料理理がが振振舞舞わわれれてていいまま

すす。。ちちななみみににここのの日日ののメメニニュューーはは「「豚豚テテキキ風風」」でで、、細細切切れれ肉肉にに片片栗栗粉粉ををままぶぶししてて焼焼きき、、

ししょょううゆゆベベーーススでで味味付付けけさされれたた食食欲欲ををそそそそらられれるるメメニニュューーででししたた。。  

  午午後後もも引引きき続続きき 1155：：0000 ままでで制制作作活活動動をを行行っったた後後、、全全員員でで清清掃掃。。最最後後ににそそのの日日自自

分分がが取取りり組組んんだだここととをを日日誌誌にに書書いいててアアダダーージジョョのの１１日日はは終終わわりりまますす。。  

  中中ににははそそのの日日取取りり組組んんだだここととをを忘忘れれてて思思いい出出せせずず、、落落ちち込込んんででししままうう利利用用者者ももいいるる

そそううでですすがが、、「「仕仕方方なないいじじゃゃなないい障障ががいいななんんだだもものの」」とと笑笑いいななががらら、、付付きき添添っってて一一緒緒

にに確確認認すするるこことともも行行っってていいるるとと田田口口支支援援員員談談。。利利用用者者一一人人一一人人必必要要ななササポポーートトはは違違うう

ととののここととででししたた。。  

  おお話話をを伺伺いいななががららホホーールルででののミミーーテティィンンググをを見見学学ししてていいままししたたがが、、利利用用者者かかららはは質質

問問ががたたくくささんん飛飛びび交交いい、、そそのの場場ににいいるる人人々々がが生生きき生生ききととししてていいるる印印象象ででししたた。。家家でではは

わわががままままなな利利用用者者もも、、アアダダーージジョョにに来来るるとと他他のの利利用用者者とと仲仲良良くく活活動動ししてていいるる様様子子をを見見

てて驚驚くく家家族族もも少少ななくくなないいそそううでですす。。本本人人もも家家族族もも程程好好いい距距離離感感、、時時間間がが必必要要ととののこことと。。  

  たただだしし課課題題ももああるるそそううでで、、堀堀間間代代表表はは「「利利用用者者のの年年齢齢層層もも 2200 代代かからら 6600 代代ままでで様様々々

だだがが、、皆皆がが同同じじ活活動動でで良良いいももののかかとと思思うう時時ががああるる。。居居場場所所づづくくりりもも大大事事だだがが、、ややははりり

若若いい年年齢齢層層のの利利用用者者にに対対ししてて、、どどののよよううにに就就労労ににつつななげげてていいけけるるかか、、そそのの取取りり組組みみ作作

りりもも今今後後のの目目標標」」ととののここととででししたた。。  

  アアダダーージジョョののススタターートトかからら今今年年でで４４年年目目。。学学びび舎舎かからら社社会会へへ巣巣立立つつ時時ははそそうう遠遠くくなな

いいののかかももししれれまませせんん。。  

生生生生学学舎舎アアダダーージジョョ  ホホーームムペペーージジ：：hhttttpp::////bblloogg..ccaannppaann..iinnffoo//ii--hhaattoo--vv//  

  

マヤ、アステカ文明はとうもろこ

しを主食として発達したといわれ、

米や麦と並び古来より重要な穀物と

して栽培されてきました。 

とうもろこしにはポップコーンの

原料になる爆粒種や、でんぷんを利用

する穀物種、家畜の肥料になるものな

どさまざまな品種があります。  

mailto:koujinou-shien-reha@irc.or.jp
http://www.irc.or.jp/koujinoukinoushougai/index.html
http://blog.canpan.info/i-hato-v/

